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論 文 ！^ 容I の 胃 旨
【目的】子宮動脈血流波形は、超音波ドプラ法の導入当初から解析が行なわれてきた。しかし、臨床 
的には、僅かに子宮内胎児発育遅延や妊娠高血圧症候群の発症予測に使われるのみである。一方、本 
動脈血流は、子宮収縮によって大きく変わることは知られていたが、その詳細についての検討は余り 
にも少ない。そこで、今回の研究は、子宮収縮時における子宮動脈血流の変化の詳細を明らかにする 
ことを目的とした。
【方法】対象は合併症のない3 7 週以降の妊婦8 8 例で、オキシ卜シンチャレンジテスト(以 下 OCT) 
中 2 2例、オキシトシンによる分娩誘発中2 6例、自然陣痛による分娩中4 0 例より、パルスドプラ法 
を用いて子宮動脈血流波形を得た。血流波形の評価はresistance index(以下RI)による定量的評価と、 
拡張末期血流の途絶、逆転という定性的評価により行なった。陣痛発来後は、子宮ロ開大度に従って 
R I を評価し、O C T例 では 1 0分間に 3 回の頻度で子宮収縮が生じている時に血流波形を計測した。
【結果】間欠時においては、分娩誘発群のR I と自然陣痛群のR I は子宮ロ開大の程度に関わらず、 
有意差を認めなかった。しかし、子宮収縮中は、分娩誘発群のR Iは自然陣痛群より有意に高かった。 
拡張末期血流の途絶、および逆転は、O C T群では分娩誘発群より有意に高頻度で認められた。 しか 
し、自然陣痛群と分娩誘発群とでは有意差がなかった。
【結論】O C T群に比べ分娩誘発群で拡張末期血流の途絶、逆転が少ないのは、子宮下部が伸展し子 
宮体部が収縮するという分娩進行時の子宮筋層の本質的変化が、自然陣痛群同様起こり、子宮血流が 
維持されるためと考えられる。しかしながら、子宮収縮中のR Iにおいて、分娩早期では分娩誘発群 
は自然陣痛群に比べて有意に高いことから、分娩誘発開始時には非生理的な収縮であったものが、分 
娩進行に伴い生理的な子宮収縮へと変化する可能性が強く示唆された。
論 文 審 査 の 結 声 の 要 旨
子宮動脈血流波形は、超音波ドプラ法の導入当初から解析が行なわれてきた。しかし、臨床的には、 
僅かに子宮内胎児発育遅延や妊娠高血圧症候群の発症予測に使われるのみである。一方、本動脈血流 
は、子宮収縮によって大きく変わることは知られていたが、その詳細についての検討は余りにも少な 
い。今回の研究は、子宮収縮時における子宮動脈血流の変化の詳細を明らかにすることを目的とした 
ものである。
対象は合併症のない37週以降の妊婦88例で、オキシトシンチャレンジテスト（以下 0CT)中 22例、 
オキシトシンによる分娩誘発中26例、自然陣痛による分娩中40例より、パルスドプラ法を用いて子 
宮動脈血流波形を得た。血流波形の評価はresistance index (以下RI)による定量的評価と、拡張末 
期血流の途絶、逆転という定性的評価により行なった。陣痛発来後は、子宮ロ開大度に従って :R Iを 
評価し、0CT例 で は 10分間に 3 回の頻度で子宮収縮が生じている時に血流波形を計測した。
間欠時においては、分娩誘発群のR Iと自然陣痛群のR Iは子宮ロ開大の程度に関わらず、有意差を 
認めなかった。 しかし、子宮収縮中は、分娩誘発群のR Iは自然陣痛群より有意に高かった。拡張末 
期血流の途絶、および逆転は、0CT群では分娩誘発群より有意に高頻度で認められた。しかし、自然 
陣痛群と分娩誘発群とでは有意差がなかった。
OCT群に比べ分娩誘発群で拡張末期血流の途絶、逆転が少ないのは、子宮下部が伸展し子宮体部が 
収縮するという分娩進行時の子宮筋層の本質的変化が、自然陣痛群同様起こり、子宮血流が維持され 
るためと考えられる。 しかしながら、子宮収縮中のR Iにおいて、分娩早期では、分娩誘発群は自然 
陣痛群に比べて有意に高いことから、分娩誘発開始時には非生理的な収縮であったものが分娩進行に 
伴レゝ生理的な子宮収縮へと変化する可能性が強く示唆された。
以上の研究は、分娩時の子宮収縮が子宮循環動態に与える影響を明らかにしたのみではなく、未だ 
明らかではない分娩時の生理的胎児防御機構の解明に寄与するものであり、本研究は博士（医学）の 
学位を授与されるに値すると判断された。
